
二
月
は
「
如
月
」
（
き
さ
ら

ぎ
）
と
の
書
き
著
さ
れ
ま
す
。

『
広
辞
苑
』
に
よ
れ
ば
、
「
草

木
の
更
生
す
る
こ
と
を
い
う
。
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
寒
い
季

節
に
あ
っ
て
、
草
木
が
息
吹
き

始
め
る
こ
い
と
を
表
す
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
時
期
は
、
一
番
寒
い

次
期
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

分
、
春
に
向
け
て
準
備
す
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。

二
月
四
日
が
「
立
春
」
と
な

り
、
春
を
予
感
さ
せ
て
く
れ
る

頃
で
す
。

ま
た
十
九
日
は
「
雨
水
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
草
木
が
芽
生

え
始
め
る
頃
で
す
。
今
は
、
寒

さ
が
厳
し
い
と
き
で
す
が
、
や

が
て
来
る
「
春
」
を
楽
し
み
に

し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
元
気
に

過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

一
月
二
十
日
（
金
）
に
「
勝

原
地
区
防
犯
会
議
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
奇
数
月
の
二
十
日
の

頃
に
防
犯
委
員
な
ど
の
関
係
者

が
集
い
、
現
状
報
告
や
今
後
の

活
動
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動
を
通

じ
て
、
勝
原
地
区
が
過
ご
し
易

い
地
域
で
あ
る
よ
う
努
力
が
払

わ
れ
て
い
ま
す
。

会
議
の
席
上
で
、
網
干
警
察

署
・
生
活
安
全
課
か
ら
松
本
係

長
に
ご
出
席
い
た
だ
い
て
、
現

状
を
お
話
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
網
干
署
管
内
で
も

「
特
殊
詐
欺
」
に
よ
る
被
害
が

増
大
し
て
い
ま
す
。
被
害
者
は

高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
中
年

や
若
い
世
代
に
も
に
拡
大
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
概
ね
次
の

よ
う
な
こ
と
で
す
。

・
「
貴
方
名
義
の
電
話
や
口
座

が
犯
罪
に
使
用
さ
れ
て
い
る
」

な
ど
と
言
っ
て
く
る
。

・
ラ
イ
ン
に
誘
導
し
て
、
警
察

官
の
よ
う
な
服
装
を
し
た
相
手

が
現
れ
る
。

・
騙
す
側
は
、
言
葉
巧
み
に
語

り
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う

と
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
電
話
は
海

外
か
ら
か
け
て
く
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
自
宅
の
固
定
電
話
の

場
合
、
「
国
際
電
話
利
用
休
止

申
込
書
」
を
関
係
機
関
に
申
請

す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

左
の
作
品
（
写
真
）
は
、
勝

原
公
民
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
創
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

細
か
な
作
業
を
必
要
と
す
る
作

品
づ
く
り
で
す
。
参
加
者
は
楽

し
ん
で
作
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
播
磨
考
』
は
、
郷
土
史
家
・

橋
本
政
次
が
昭
和
三
十
二
年

（1957)

）
に
著
し
た
地
域

誌
考
察
書
で
す
。
こ
こ
か
ら
、

大
津
茂
川
や
揖
保
川
に
つ
い
て

の
文
章
を
引
い
て
み
ま
す
。

こ
の
文
献
中
の
「
揖
保
川
考
」

の
部
分
を
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
こ
の
川
は
い
に
し
え
宇
頭
川

（
ウ
ズ
カ
ワ
）
と
い
つ
た
。
播
磨

国
風
土
記
に
（
中
略
）
宇
須
伎
津

の
西
方
を
流
れ
た
川
で
、
渦
を
巻

い
た
の
で
宇
頭
川
と
い
つ
た
。
」

「
宇
須
伎
津
は
今
の
津
の
宮
の
辺

で
あ
っ
て
、
津
の
宮
を
魚
吹
八
幡

宮
と
い
う
の
は
、
こ
の
ウ
ス
キ
ツ

の
ウ
ス
キ
で
あ
る
と
い
い
伝
え
て

い
る
。
」
「
揖
保
川
が
宇
頭
川
で

あ
る
」
「
揖
保
川
は
今
、
上
川
原

か
ら
興
浜
へ
流
れ
て
い
る
が
、
も

と
太
子
町
沖
代
附
近
か
ら
東
南
に

流
れ
、
津
の
宮
の
辺
を
過
ぎ
、
大

津
茂
川
を
合
わ
せ
て
海
に
入
っ
た

も
の
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
揖
保
川
と
大
津
茂
川
と

の
繋
が
り
を
考
え
て
み
る
と
、

古
代
に
二
つ
の
川
は
合
流
し
て

海
に
流
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
津
は
港
を
表
す
言
葉

な
の
で
、
津
の
宮
や
津
市
場
と

い
っ
た
名
称
・
地
名
が
理
解
で

き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
先
月
、
当
館
で
岸

本
道
昭
講
師
に
歴
史
講
座
を
開

催
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、

会
場
の
参
加
者
か
ら
の
質
問
で

「
瓢
塚
古
墳
の
埋
葬
者
は
呉
勝

（
く
れ
の
す
ぐ
り
）
と
考
え
ら

れ
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
同

講
師
は
、
呉
勝
は
瓢
塚
古
墳
の

後
の
時
代
の
話
と
考
え
ら
れ
る

旨
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
瓢
塚

古
墳
に
眠
る
主
は
、
広
く
揖
保

川
一
帯
を
支
配
し
た
人
物
の
墓

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
と
も
話

さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
勝
原
周
辺
を
巡
る
古
代

の
ロ
マ
ン
は
、
こ
れ
か
ら
も
研

究
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
愉
し
み
で
す
。

第４１９号 勝原公民館だより 令和８年(2026)２月１日

姫路市立勝原公民館
〒６７１－１２１３
姫路市勝原区宮田
４８９番地３

☎（０７９）２７４－３７０１

勝
原
公
民
館
だ
よ
り

○日時 令和８年(2026)
３月５日（木）13時30
分～15時
○場所 勝原公民館
○講師 ツカザキ病院
理学療法士
○演題 『転倒予防につ
いて』
○参加無料。予約不要。
○内容
高齢者の転倒予防は、

とても大切です。転倒す
ると、寝たきり生活に繋
がったりもします。ぜひ
知ってほしい内容です。

教養講座

茶
柱
の

立
ち
て
寡
黙
の

炬
燵
か
な

茜
句
会

田
中
信
夫

如
月
（
き
さ
ら
ぎ
｝

ク
イ
リ
ン
グ

揖
保
川

防
犯
会
議
か
ら



こども書道 渡部素子先生

こども絵画 村上陽子先生

～地域講座・公民館での活動～ こども日曜教室

2/ 8㊐ 10:00~

2/ 15㊐ 10:00~

２月の教養講座

★『男の料理教室』

2月19日(木) 10:00

講師 相曽由美子・佐治由美子先生

★『まちづくり』当日参加OK！

2月12日(木) 13:00

（偶数月第２木曜）

講師 三木基弘公民館長

★『郷土の歴史講座』当日参加OK！

3月12日(木) 13:00 

（奇数月第２木曜）

講師 森澤江利先生

★『移動児童センター』

なかよしランド

2月 10日(火) 10:00～

シアター「おおきなかぶ」

3月 10日(火) 10:00~

わんぱくランド

3月 14日(土) 14:00～

春休みに是非お越しください

教養講座 「介護制度の現状について」

2月 19日 (木) 13:30～ 15:00

講師：朝日地域包括センター職員

介護制度の利用は、申請することから

始まります。最近では、申請件数が増

えており、早く利用したく思う方々に

とって日数がかかり、希望する利用には

対応できていないことも多い現状です。

介護制度を知っておいて、必要な利

用に結びつけましょう。

年明けから、新しく

何か始めたいと講座

の見学に来られる方

が増えてきています。

勝原公民館は講座数

も多く賑やかな毎日

です。

【絵手紙教室】

華道・茶道・書道を

はじめヨガや太極拳

などの体を動かす講座

外国の先生から学ぶ

英会話教室や未就学生

対象のリトミック教室。

沢山の講座があります

のでお気軽にお越し 【書道かな教室】

下さい。

年間プログラムの為、下記の見学日に

お越しいただき直接講師先生にお申込み

下さい。

【パソコン講座】パソコンをご持参下さ

い

2/11、2/25、3/11、3/25

13:30~14:55

【スマホ講座】スマホをご持参下さい

パソコン・スマホ教室に関して

習い事を始めてみませんか？


